
5月25日
第309号

毎月10日・25日
福「岡県遠賀郡

水　巻　町　発　行

あ

な

た

も

参

加
を

町の人口

（49年4月末現在〕

人口23，956

男11，646

女12，310

世帯数7，051

初夏の太陽を浴びて

技を　競お　う
水巻町教育委員会・体育協会主催で、6月9日（日曜日）に町

民体育大会が開催されます。バレーボール、卓球、庭球、剣道

弓道の5種目を行ないますが、初夏の太陽を浴びながら力いっ

ぱい技を競ってください。参加申込みは当日会場で開会式前に

受付けます。地区でさそい合わせ多数ご参加ください。

二
　
期
日

6

月

9

日

9

時

か

ら

二
、
種
目
と
会
場

命
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

。
一
般
男
子
の
部
、
中
学
男
子
の
部

中
学
女
子
の
部
（
水
巻
中
運
動
場
コ
ー

ト
）

二
般
女
子
の
部
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
部
（
水
巻
中
体
育
館
）

※
①
チ
ー
ム
編
成
は
、
地
域
ま
た
は
職

域
と
し
、
監
督
、
選
手
と
む
で
1
2
名
と

す
る
（
9
人
制
）

㊥
試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
と
し
、
参

加
チ
ー
ム
数
に
よ
っ
て
は
、
リ
ー
グ
戦

と
す
る
こ
と
が
あ
る
。

㊥
雨
天
の
場
合
は
、
一
般
男
子
、
中

学
生
の
部
は
南
中
体
育
館
に
変
更

や
卓
　
　
　
球

二
般
男
子
の
部
、
壮
年
男
子
の
部

一
般
女
子
の
部
、
マ
マ
さ
ん
の
部
、
中

学
男
子
の
部
、
中
学
女
子
の
部
（
勤
労

青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
〕

※
試
合
は
個
人
戦
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
と

し
、
試
合
球
は
硬
球
と
す
る
。

命
軟
式
庭
球

。
一
般
の
部
、
中
学
男
子
の
部
、
中

学
女
子
の
部
　
（
水
巻
中
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
）

※
①
試
合
は
個
人
戦
と
し
、
当
日
会
場

で
ダ
ブ
ル
ス
を
編
成
す
る
。

①
雨
天
の
場
合
は
1
6
日
に
順
延

や
剣
　
　
　
道

二
般
の
部
、
女
子
の
部
、
高
校
男

子
の
部
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
部
（
南

中
体
育
館
）

※
①
試
合
は
個
人
戦
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

と
し
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
だ
け
は
団
体

戦
と
す
る
。

②
雨
天
の
場
合
は
勤
労
青
少
年
体
育

セ
ン
タ
ー
に
変
更

や
弓
　
　
　
道

。
一
般
の
部
（
有
段
者
の
部
、
無
段

者
の
部
、
女
子
の
部
）
、
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
の
部
（
水
巻
弓
道
場
）

※
試
合
は
個
人
戦
お
よ
び
団
体
戦
で
行

な
い
ま
す
。

．
◎
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
、
ま
た
入

賞
者
に
は
賞
状
、
賞
品
を
贈
り
ま
す
。

申
込
み
受
付
は
当
日
会
場
で
。
問
い

合
わ
せ
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
（
電

6

9

1

－

0

4

0

3

）

　

へ

。

一

一
般
剣
道
教
室
を
開
設

凰

監
鍼
悶
開
場
臣

㌻
健
康
管
理
を
目
的
と
し
て
、

Ｗ
女
流
剣
士
（
Ｏ
Ｌ
ｌ
名
、
女

3
、
高
校
年
1
名
）
を
含
め

練
習
を
し
、
ま
た
、

歩
か
ら
指
導
し
て
い

希
望
さ
れ
る
方

会
に
申
し
込
み

一
、
練
習
日

毎　く　は

過だ水
水　さ　巻ま初
曜い町す心
Ｈ ｅ教　0者
1ｔ　　　　　．とく　　‾1　　　っ′

18　　育人に15子’神一

1
9
時
、
日
曜
日
1
6
時
～
1
8
時

場
所

水
巻
町
劫

翌
日

少
年　　時　　委会は名大現修般

育
セ
ン
タ
ー

三
、
会
費
　
月
3
0
0
円

高
校
生
は
会
費
免
除
）

四
、
指
導
者
　
剣
道
連
盟

有
段
者

※
　
吉
田
小
学
校
で
も
、

水　　（
巻　　大

火

臼
の
1
7
時
か
ら
初
心
者
対
象

道
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

の金　　分　　学
ミ　嵐薩　芸　、体　（　貝を初で生在養剣
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危
険
な
造
成
を
防
ぐ
た
め
の

宅
造
工
事
規
制
区
域
の
指
定

原
案

近
年
人
口
の
集
中
に
よ
る
都
市
部
の

宅
地
難
を
反
映
し
、
宅
地
の
開
発
が
市

街
地
周
辺
の
丘
陵
地
や
山
腹
に
ま
で
鉱

が
り
、
そ
れ
に
伴
な
っ
て
が
け
の
あ
る

宅
地
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
宅
地
の
多
く
が
、
・
宅
地
内
の
排
水
施

設
な
ど
、
造
成
工
事
が
不
完
全
な
た
め

に
豪
雨
の
と
き
に
が
け
崩
れ
や
、
土
砂

流
失
が
発
生
し
、
造
成
さ
れ
た
宅
地
そ

の
も
の
が
危
険
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く

周
辺
の
土
地
ま
で
も
災
害
の
ま
き
ぞ
え

に
し
、
多
く
の
人
命
と
財
産
を
奪
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
町

の

設

朋

会

を

開

催

は
別
図
の
よ
う
な
宅
地
造
成
工
事
規
制

区
域
（
案
）
を
指
定
（
建
設
大
臣
が
決

定
、
告
示
す
る
）
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。こ

の
宅
地
造
成
工
事
規
制
区
域
（
案

）
　
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
別
表
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
の
で
、
関
係
者
は
近
く

の
会
場
で
公
聴
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

宅
地
造
成
等
規
制

法
と
宅
地
造
成

宅
地
造
成
に
伴
な
っ
て
が
け
崩
れ
、

6月4日は　むし歯予防デー
いま幼児の90パーセントがむし歯におかされているそう

です。むし歯の予防はモ育児そのものキ　と主張する先生も

ノｒ二います0お菓子の甘さがむし歯の大敵、お母さんだけでな
く、一家そろってこどもの生活習慣に気をくぼり、むし歯

を予防しましょう。（写真はそろって歯みがきをする第2

保育園の園児たち）

又
は
土
砂
の
流
失
を
生
じ
る
お
そ
れ
が

い
ち
じ
る
し
い
市
街
地
、
又
は
市
街
地

に
な
ろ
う
と
す
る
土
地
の
区
域
内
に
お

い
て
、
宅
地
造
成
に
関
す
る
工
事
等
に

よ
る
災
害
の
防
止
の
た
め
必
要
な
規
制

を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の
生
命

及
び
財
産
の
保
護
を
は
か
る
目
的
で
で

き
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
で
い
う
宅
地
造
成
と
は

宅
地
以
外
の
土
地
を
宅
地
に
す
る
た
め

ま
た
は
宅
地
の
土
地
の
形
質
の
変
更
で

次
の
よ
う
な
と
き
が
該
当
し
ま
す
。

①
切
土
を
し
た
土
地
の
部
分
に
、
高

さ
が
二
㍍
を
こ
え
る
が
け
を
生
じ
る
も

の

㊥
盛
土
を
し
た
土
地
の
部
分
に
、
高

さ
が
二
机
を
こ
え
る
が
け
を
生
じ
る
も

の
③
切
土
と
盛
土
を
同
時
に
す
る
場
合

で
、
盛
土
部
分
の
が
け
が
一
㍍
以
内
で

全
体
の
高
さ
が
一
一
㍍
を
こ
え
る
が
け
を

生
じ
る
も
の

④
①
～
㊥
に
該
当
し
な
い
盛
土
で
、

土
地
の
面
帯
が
五
百
平
方
㍍
を
こ
え
る

も
の

宅
地
造
成
工
事
規
制
区
域

．
指
定
（
案
）
説
明
会
日
程

6

1

．

4

3

目

口

6

月

5

∴

〓

6

月

6

日

6

月

7

日

6

月

1

1

日

6

月

1

2

日

頃
未
公
民
館

古
筆
公
民
館

机
　
公
民
館

′
吉
田
の
一
公
民
館

書
出
の
二
公
民
館

吉
田
の
三
公
民
館

※
　
時
間
は
い
づ
れ
も
1
9
時
3
0
分

か
ら
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毎
月
第
3
日
曜
は

家

庭

の

日

家
族
そ
ろ
っ
て

危
険
物
販
扱
者
試
験

と
受
験
準
備
講
習
会

㊥
試
験

の
試
験
日
　
4
9
年
6
▼
月
1
6
日

は
受
付
期
間
　
4
9
年
5
月
2
2
日
∵
～
5

楽
し
い
会
話
を
一
【
　
月
2
5
Ｅ
ｌ

話され、それだけ遠賀都消防の出動にロス

が出ました。119番は北九州市消防で、遠

賀部消防は691－0119番です。○火災の通

報は691－0119番にお願いします。

火災のときの電話は
遠　賀　郡

691－01

（3）

ただの119番は北九州市消防へつながり

ます。

先日高松区で火災がありましたが、この

火災のせっかくの通報がただの119番へ電

紬
試
験
の
種
類
乙
種
（
1
～
4
種
類

）
、
丙
種

＠
受
験
準
備
講
習
会

の
講
習
期
日
　
4
9
年
6
月
1
0
日

脚
受
付
期
間
　
4
9
年
5
月
2
2
日
～
6

月
9
日

㈹
講
習
場
所
　
芦
屋
町
々
民
会
館
、

受
験
及
び
受
講
希
望
者
は
、
遠
賀
郡

消
防
署
予
防
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。防

衛
庁
職
員

一
、
種
類
　
上
級
、
中
級
、
初
級
試
験

二
、
試
験
の
区
分

。
上
級
　
化
学
、
電
子
・
通
信
、
機

械
、
土
木
、
建
築
、
航
空

。
中
級
　
行
政
事
務
、
語
学
（
英
語

）
電
気
・
通
信
、
機
械
、
土
木
、
廼

築
、
航
空

。
初
級
（
前
期
）
　
一
般
事
務
　
（

後
期
）
　
一
般
事
務
、
電
気
、
機
械

土
木
、
建
築

三
、
受
験
資
格

。
上
級
　
昭
和
1
6
年
4
月
2
日
～
2
8

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
も
の

。
中
級
　
昭
和
2
2
年
4
月
2
円
∵
～
3
0

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

。
初
級
（
前
期
）
　
昭
和
2
5
年
4
月

2
円
∵
～
3
1
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

（
後
期
）
　
昭
和
2
6
年
4
月
2
日

～

3

2

年

4

月

1

日

四
、
受
付
期
間

。

上

級

　

6

月

1

日

～

6

月

2

0

日

。
中
級
　
6
月
1
日
∵
1
6
月
2
0
日

。

初

級

（

前

期

）

．

4

月

2

日

～

4

月

2

5

日

　

（

後

期

）

　

9

月

2

日

～

9

月

2

5

日

五
、
試
験
日

。
上
級
、
中
級

第
1
次
試
験

第
2
次
試
験

。
初
級
（
前
期
〕

第
1
次
試
験

第
2
次
試
験

（
後
期
〕

第
1
次
試
験

第
2
次
試
験

7

月

1

4

日

8

月

中

旬

5

月

2

日

6
月
上
旬

1

0

月

1

0

日

1
1
月
中
旬

六
、
試
験
地
　
福
岡
市

七
、
申
込
み
、
申
込
書
請
求
先
及
び
問

合
わ
せ
先

福
岡
市
中
央
区
大
手
門
2
～
5
～

1
5
　
（
〒
8
1
0
〕
　
福
岡
防
衛
施
設

局
総
務
部
総
務
課
人
事
係
（
電
0
9

2
～
7
8
1
～
6
1
3
1
）

毒
物
劇
物
の
取
扱
者

一
、
受
験
資
格
　
特
に
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん

二
、
試
験

④
方
法
一
般
、
農
業
、
特
定
品
目

1
、
筆
記
試
験

。
毒
物
劇
物
に
関
す
る
法
規

。
基
礎
化
学

。
毒
物
劇
物
の
性
質
及
び
貯
蔵

そ
の
他
取
扱
方
法

2
、
実
地
試
験

毒
物
劇
物
の
識
別
と
取
扱
方
法

㊥
日
時
と
場
所

0
7
月
1
2
円
　
1
0
時
～
1
2
時
（
筆
記

試
験
）
、
1
3
時
～
1
7
時
（
実
地
試
験
）

福
岡
市
南
区
高
宮
玉
川
町
9
3
　
第
一

薬
科
大
学

三
、
受
験
手
続

⑥
申
込
み
方
法

受
験
梅
吉
2
部
、
写
真
1
枚
、
受

験
票
（
保
健
所
に
用
意
し
て
い
ま
す

）
、
受
験
手
数
料
5
0
0
円
を
所
轄

の
保
健
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

四
、
受
付
期
間
　
5
月
1
3
Ｒ
Ｔ
（
6
月
1
2

日
（
郵
送
の
場
合
は
6
月
1
2
日
の
消

印
の
あ
る
も
の
ま
で
有
効
）

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
遠
賀
保
健

所
に
お
た
づ
ね
く
だ
さ
い
。

一．．
．医宅在曜日

5

　

7

　

0

　

6

　

ま

8

　

2

　

2

　

1

　

し

3

　

5

　

3

　

6

　

た

0

　

0

　

3

　

2

　

い

一

一

一

一

ｌ

 

ｌ

 

ｌ

　

　

　

1

9

　

　

9

　

　

0

　

　

9

6

　

　

6

　

　

6

　

　

6

5月26日　楠本医院　内児科　大膳橋

6月2日　伊藤医院　皮膚科　頃　末

9日　入江医院　外　科　頃　末

16日　渡辺医院　外　科　頃　末

十
ｎ掛往てＬと則原

．

ミ1　く－　、、一一‾、こ、′‾こさノ‾、さ＿、、

診療時間は9：00－17：00、

せん。

買

い

Ｓ

い

5

．

1

い

い

い

い

ｌ

…

い

い

茫

㍍

5

い

い

い

い

歪

買

い

た

い

一

㍍

二

、

目

時

三
種
混
合
予
防
接
種

一
、
該
当
児
．

⑰
初
回
免
疫
（
3
回
注
射
〕
　
生
後

3
ケ
月
～
6
ケ
月
ま
で
の
乳
児
及
び
、

何
等
か
の
理
由
で
ま
だ
一
度
も
受
け
て

い
な
い
乳
幼
児

㊥
追
加
免
疫
（
1
回
注
射
）
　
初
回

免
疫
終
了
後
1
2
ケ
月
～
1
8
ケ
月
の
幼
児

。

1

回

目

　

6

月

6

、

7

日

1

4

時

～

1
5
時。

2

回

目

　

6

月

2

7

、

2

8

日

1

4

時

～

1
5
時。

3

回

目

　

7

月

1

8

、

1

9

日

1

4

時

～

1
5
時

三
、
場
所
　
水
巻
町
々
民
会
館
ホ
ー
ル

四
、
料
金
　
無
料

。
母
子
手
帳
を
持
参
の
こ
と
　
Ｙ

。
当
日
は
混
雑
し
ま
す
の
で
前
日
ま

で
に
問
診
票
を
役
場
衛
生
孫
に
と
り
に

き
て
く
だ
さ
い
。

。
体
温
を
計
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

日
本
脳
炎
予
防
接
種

一
、
対
象
者
満
年
齢
3
歳
以
上
（
3
歳

未
満
は
希
望
者
の
み

二
、
実
施
期
間
　
5
月
2
1
日
～
6
月
2
0

日
　
（
町
内
各
開
業
医
の
診
療
時
間

内
）

∵
ヽ

4

三
、
料
金

。
無
料
（
保
育
園
児
、
幼
椎
園
、

小
中
学
校
児
童
、
生
保
、
均
等
割
、
非

課
税
、
国
民
健
康
保
険
世
帯
）

。
有
料
一
回
に
つ
き
2
6
0
円
（

ワ
ク
チ
ン
代
は
町
費
負
担
）

＼
　
接
種
希
望
者
に
は
役
場
衛
生
係
で
問

診
票
を
発
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

を
持
参
し
て
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ

ヽ

．

0

－．．Ｖ

1

　

　

　

．

、

し
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広報みずま　き

◆
編
集
　
へ

の
　
ご
　
意
見

十
1
．
．
や

四
月
か
ら
の
広
報
み
ず
ま
き
に
対
し

多
数
の
方
か
ら
投
書
、
お
電
話
な
ど
で

ご
意
見
を
い
た
だ
き
お
礼
申
し
ま
す
。

そ
の
主
な
も
の
と
編
集
者
の
考
え
を
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。
貴
重
な
ご
意
見
を

参
考
と
し
、
充
実
し
た
紙
面
づ
く
り
を

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
力
た
ら
ず
も
い

い
と
こ
ろ
の
よ
う
で
す
。
今
後
も
き
び

し
く
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
広

報
み
ず
ま
き
を
ご
指
導
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

と
じ
穴
を
ぜ
ひ

意
見
　
四
月
か
ら
月
二
度
町
広
報
が

各
家
庭
に
配
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
喜
こ

ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
綴
っ
て
お
く

こ
と
を
皆
さ
ん
に
す
す
め
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
広
報
の
右
端
に

綴
穴
を
一
一
つ
抜
い
て
も
ら
え
ば
だ
れ
で

も
綴
る
の
で
は
1
。
ま
た
紙
面
の
大
き

ざ
も
同
じ
に
願
い
ま
す
。
三
〇
六
号
と

三
〇
七
号
以
下
は
形
が
違
い
ま
す
。
綴

る
た
め
に
は
同
じ
に
な
る
こ
と
が
た
い

せ
つ
で
す
。

お
答
え
　
同
じ
ご
意
見
を
多
数
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
と
じ
て
保
存
し
て
い

た
だ
く
こ
と
は
編
集
者
か
ら
皆
さ
ん
に

お
願
い
し
た
い
こ
と
で
、
そ
の
た
め
に

せ
じ
穴
を
あ
け
る
こ
と
は
当
然
考
え
ま

し
た
が
、
と
じ
穴
を
開
け
る
た
め
に
印

刷
所
で
半
日
以
上
か
か
り
ま
す
。
現
在

発
行
目
前
十
日
に
原
稿
を
締
め
切
り
二

～
三
日
で
整
理
と
編
集
、
印
刷
所
で
一

週
間
を
み
て
い
ま
す
が
、
記
事
と
す
る

行
事
の
決
定
日
な
ど
と
発
行
日
の
関
係

か
ら
こ
の
日
程
が
ぎ
り
ぎ
り
で
あ
と
半

日
～
一
日
の
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
、
ま

た
こ
の
と
じ
穴
を
開
け
る
こ
と
が
機
械

化
さ
れ
て
い
ず
非
常
に
人
手
を
と
り
、

印
刷
所
が
困
る
事
情
が
あ
り
、
こ
の
た

め
発
行
部
数
の
多
い
町
村
は
と
じ
穴
が

開
け
ら
れ
な
い
実
情
で
す
。
こ
の
事
情

も
く
ん
で
い
た
だ
き
、
と
じ
穴
の
印
を

つ
け
て
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
と

じ
て
保
存
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
広
報
み
ず
ま
き
の
大
き
さ
は
Ｂ

5
版
を
や
や
大
き
く
し
た
形
と
し
て
い

ま
す
。
三
〇
六
号
は
手
違
い
で
Ｂ
5
版

の
大
き
さ
に
仕
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
お

わ
び
い
た
し
ま
す
。

ノ
月
の
行
事
予
定
表

と
目
次
を

意
見
　
月
の
行
事
予
定
表
を
の
せ
て

も
ら
い
た
い
。
ま
た
第
一
両
に
そ
の
号

の
目
次
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
た
い
。

お
答
え
　
月
の
行
事
予
定
表
は
編
集

者
も
考
え
ま
し
た
が
、
対
外
的
な
関
係

で
行
事
日
程
が
一
月
も
前
に
は
か
た
ま

ら
ず
、
現
在
で
き
か
ね
て
い
ま
す
。

各
号
の
目
次
は
通
常
四
ペ
ー
ジ
な
の

で
、
な
く
て
も
と
考
え
て
い
ま
し
た
が

今
後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
（
急
に
お
知
ら
せ

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
記
事
が
で
き
印

刷
に
か
か
る
前
の
校
正
時
点
で
紙
面
の

組
み
替
え
を
す
る
こ
と
が
あ
り
、
目
次

を
入
れ
て
お
く
と
そ
の
ペ
ー
ジ
も
組
み

菅
が
必
要
と
な
る
な
ど
の
事
情
も
あ
り

ま
す
の
で
）

紙
面
が
も
っ
た
い
な
い

一
面
の
大
き
な
写
真

意
見
　
四
月
か
ら
の
広
報
み
ず
ま
き

は
毎
号
大
き
な
写
真
が
第
一
面
に
あ
る

が
、
紙
面
が
も
っ
た
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
せ
っ
か
く
使
う
な
ら
、
町

の
大
き
な
事
業
な
ど
を
知
ら
せ
る
写
真

を
使
っ
た
ら
七
思
う
が
。

お
答
え
　
編
集
の
方
針
と
し
て
、
多

く
の
人
に
親
し
で
い
た
だ
く
た
め
、
や

わ
ら
か
な
紙
面
づ
く
り
、
視
覚
的
な
紙

面
づ
く
り
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す

こ
の
た
め
一
面
に
は
町
行
政
を
で
き
る

だ
け
視
覚
的
に
お
知
ら
せ
し
、
紙
面
を

や
わ
ら
げ
る
意
味
で
写
真
ｌ
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
住
宅
や
学
校
の
建
設
、
道
路

の
整
備
、
鉱
害
復
旧
な
ど
主
要
事
業
は

も
ち
ろ
ん
町
民
の
大
き
な
関
心
事
で

す
。
こ
れ
ら
の
事
選
に
つ
い
て
は
ご
指

摘
の
と
お
り
、
計
画
段
階
か
ら
完
成
ま

で
広
報
紙
上
で
お
知
ら
せ
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
と
同
時
に
社
会
教
育
、

福
祉
、
衛
生
問
題
な
ど
、
工
事
と
し
て

形
に
現
わ
れ
な
い
も
の
も
た
い
せ
つ
な

町
の
事
業
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
考
え
で
写
真
も
と
っ
て
い
ま
す

が
、
担
当
者
一
人
で
は
ど
う
し
て
も
チ

ャ
ン
ス
も
少
な
く
、
片
寄
り
ま
す
。
町

に
関
係
の
あ
る
写
真
で
あ
れ
ば
、
町
民

の
万
の
作
品
を
ど
し
ど
し
使
用
た
い
と

考
え
ま
す
。
作
品
を
係
ま
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
採
用
分
に
は
記
念
品
を
さ
し

あ
げ
ま
す
。

ｌ

Ｉ

Ｉ

：

　

－

　

．

．

．

1

－

－

．

」

明

る

く

内

職

を

5
／
2
1
～
3
1
日
　
家
内
労
働
旬
間

内
職
者
を
守
る
家
内
労
働
法

家
内
労
働
法
は
家
内
労
働
者
の
労
働

条
件
の
向
上
を
は
か
り
、
家
内
労
働
者

の
生
活
の
安
定
に
役
立
た
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
法
律
で
、
内
職
を
す
る
皆

さ
ん
は
、
こ
の
家
内
労
働
法
が
適
用
さ

れ
、
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

労
働
省
は
五
月
二
十
一
口
か
ら
三
十

一
日
ま
で
を
「
家
内
労
働
旬
間
」
と
し

醍

口
　
発
一

明
る
く
楽
し
い
内
職
が
行
な
わ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

家
内
労
働
法
に
は

一
、
家
内
労
働
手
帳
の
交
付

二
、
委
託
状
況
届
の
届
出

三
、
危
険
、
有
害
な
作
業
に
対
す
る
安

全
、
衛
生
上
の
規
制

四
、
工
賃
の
適
正
な
支
払

五
、
就
業
時
間
の
制
限

六
、
委
託
の
打
切
り
予
告

町
　
住
　
民
　
相
　
鞍
　
室
　
宗
屯
　
詰
　
6
0
1

七
、
最
低
工
賃

等
に
つ
い
て
規
定
が
さ
れ
て
お
り
」
委

託
者
（
内
職
の
仕
事
を
出
す
人
）
は
こ

れ
を
守
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

内
職
を
す
る
う
え
で
の
労
働
条
件
な

ど
、
こ
の
家
内
労
働
法
に
つ
い
て
く
わ

し
い
こ
と
は
福
岡
労
働
基
準
局
、
ま
た

は
労
働
基
準
監
督
署
に
お
た
づ
ね
く
だ

さ
い
。

水道修理の申込みは

水巻町管工事組合へ

電話601～8883

電話番号が変りましたのでご注

意を。

鉄道事故防止にご協力を

5／20－6／10

鉄道事故防止月間

腔棚祝や、しゃ断機突破の事故がふえて
：ミ　います。反対方向の列車にも注意を－。
虹

‥
「

4

3

月

旦

1

）

□
　
印
　
削
　
　
令
　
牢
　
田
　
郭
　
削
　
合
一
賢
　
人
迂
一
社


